





Effectiveness of a smartphone application as a support tool for patients undergoing 











リ「乳がん患者サポートシステム」（Breast Cancer Patient Support 
System: BPSS）を共同開発した。本研究では BPSS アプリのがん化学療法
を支援ツールとしての有用性をランダム化比較試験で検証した。 






主 要 評 価 項 目 は 化 学 療 法 開 始 直 前 か ら 4 ク ー ル 終 了 後 の
HADS( Hospital Anxiety and Depression Scale) スコアの変化とした。
副次評価項目は化学療法開始直前から 4 クール終了後の HLS-14 スコアの
変化とした。BPSS アプリ使用アドヒアランスを測定し、BPSS アプリ使用
者の診療録と BPSS アプリの記録の副作用発現状況を比較した。 
【結果】102 症例が登録された。BPSS アプリ使用群に 52人、BPSS アプリ
非使用群に 50 人が割り付けられ、有効性の解析には 95 人が用いられた。
BPSSアプリ使用群と BPSSアプリ非使用群の患者背景に有意な差はなかっ
た。 
化学療法前と４クール終了後の BPSS アプリ使用群の HADS スコアの差
は、不安、うつ症状、総合評価がそれぞれ 1.66（95％CI 0.92-2.40）、0.09









価し、さらに 52件（3％）は Grade3 であった。 
【結論】BPSSアプリ使用群で有意差は認められなかったが、患者の不安を
軽減する傾向が示された。そして、医療者が重篤な副作用である Grade3
を過小評価していたことも認められ、患者による副作用管理の重要性が明
らかとなった。 
 
 
 
